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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月20日(2021.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラス基材によって支持された第１のコーティング及び第２のコーティングを含むコー
ティングされた物品であって、
　前記ガラス基材の第１の面上に設けられた前記第１のコーティングと、
　前記ガラス基材が少なくとも前記第１のコーティングと前記第２のコーティングとの間
に位置するように、前記ガラス基材の第２の面上に設けられた前記第２のコーティングと
、を備え、
　前記コーティングされた物品の観察者の視点から、前記ガラス基材上の前記第１のコー
ティングが正のａ＊反射色を有し、前記ガラス基材上の前記第２のコーティングが負のａ
＊反射色を有する、コーティングされた物品。
【請求項２】
　前記コーティングされた物品の観察者の視点から、前記ガラス基材上の前記第１のコー
ティングが負のｂ＊反射色を有し、前記ガラス基材上の前記第２のコーティングが正のｂ
＊反射色を有する、請求項１に記載のコーティングされた物品。
【請求項３】
　前記第１のコーティング及び前記第２のコーティングが反射防止（ＡＲ）コーティング
である、請求項１又は２に記載のコーティングされた物品。
【請求項４】
　前記ガラス基材上の前記第１のコーティングが１５％以下の可視光反射率を有し、かつ
、前記ガラス基材上の前記第２のコーティングが、１５％以下の可視光反射率を有する、
請求項１～３のいずれか一項に記載のコーティングされた物品。
【請求項５】
　前記第１のコーティングも前記第２のコーティングも銀系の赤外線（ＩＲ）反射層を含
まない、請求項１～４のいずれか一項に記載のコーティングされた物品。
【請求項６】
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　前記コーティングされた物品が、少なくとも７０％の可視光透過率を有する、請求項１
～５のいずれか一項に記載のコーティングされた物品。
【請求項７】
　前記第１のコーティングの全ての層が、透明誘電体層である、請求項１～６のいずれか
一項に記載のコーティングされた物品。
【請求項８】
　前記第２のコーティングの全ての層が、透明誘電体層である、請求項１～７のいずれか
一項に記載のコーティングされた物品。
【請求項９】
　前記コーティングされた物品が熱処理されている、請求項１～８のいずれか一項に記載
のコーティングされた物品。
【請求項１０】
　前記コーティングされた物品は、熱焼戻しされている、請求項９に記載のコーティン
グされた物品。
【請求項１１】
　少なくとも５８０℃の温度で熱処理すると、前記熱処理により、前記ガラス基材上の前
記第１のコーティングが、前記観察者の視点から正方向に、反射ａ＊色値をシフトするよ
うに構成され、
　前記ガラス基材上の前記第２のコーティングは、前記熱処理により、前記観察者の視点
から負方向に反射ａ＊色値をシフトするように構成されている、請求項１～１０のいずれ
か一項に記載のコーティングされた物品。
【請求項１２】
　少なくとも５８０℃の温度で熱処理すると、前記熱処理により、前記ガラス基材上の前
記第１のコーティングが、前記観察者の視点から負方向に、反射ｂ＊色値をシフトするよ
うに構成され、
　前記ガラス基材上の前記第２のコーティングは、前記熱処理により、前記観察者の視点
から正方向に反射ｂ＊色値をシフトするように構成されている、請求項１～１１のいずれ
か一項に記載のコーティングされた物品。
【請求項１３】
　前記第１のコーティングが、前記ガラス基材の、前記観察者が前記コーティングされた
物品を見ると意図されたのと同じ側に設けられる、請求項１～１２のいずれか一項に記載
のコーティングされた物品。
【請求項１４】
　前記ガラス基材上の前記第１のコーティング及び前記第２のコーティングを含む前記コ
ーティングされた物品が、少なくとも７０％の可視光透過率、－５～＋５の反射ａ＊値、
及び－６～＋６の反射ｂ＊値を有する、請求項１～１３のいずれか一項に記載のコーティ
ングされた物品。
【請求項１５】
　前記第１のコーティングが、前記ガラス基材に近い方から遠い方に向かう順序で、
　少なくとも２．１５の屈折率（ｎ）を有する第１の高屈折率透明誘電体層と、
　１．８以下の屈折率を有する第１の低屈折率透明誘電体層と、
　少なくとも２．１５の屈折率（ｎ）を有する第２の高屈折率透明誘電体層と、
　１．８以下の屈折率を有する第２の低屈折率透明誘電体層と、を備え、
　前記第２のコーティングが、前記ガラス基材に近い方から遠い方に向かう順序で、
　少なくとも２．１５の屈折率（ｎ）を有する第１の高屈折率透明誘電体層と、
　１．８以下の屈折率を有する第１の低屈折率透明誘電体層と、
　少なくとも２．１５の屈折率（ｎ）を有する第２の高屈折率透明誘電体層と、
　１．８以下の屈折率を有する第２の低屈折率透明誘電体層と、を備える、請求項１～１
４のいずれか一項に記載のコーティングされた物品。
【請求項１６】
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　前記第１のコーティング及び前記第２のコーティングの前記低屈折率層が全て、酸化シ
リコンを含む、請求項１５に記載のコーティングされた物品。
【請求項１７】
　前記第１のコーティング及び前記第２のコーティングの前記高屈折率層が全て、チタニ
ウムの酸化物及び／又はニオビウムの酸化物を含む、請求項１５又は１６に記載のコーテ
ィングされた物品。
【請求項１８】
　前記第１のコーティングの前記第２の低屈折率層が、前記第２のコーティングの前記第
２の低屈折率層よりも、少なくとも７５Åだけ厚くなっている、請求項１５～１７のいず
れか一項に記載のコーティングされた物品。
【請求項１９】
　前記第１のコーティング及び／又は前記第２のコーティングが、前記第２の高屈折率層
と前記第２の低屈折率層との間に位置する、１．７０～２．１０の屈折率（ｎ）を有する
中屈折率透明誘電体層を更に含む、請求項１５～１８のいずれか一項に記載のコーティン
グされた物品。
【請求項２０】
　前記中屈折率層が、ニオビウム（Ｎｂ）及びシリコン（Ｓｉ）の酸化物を含む、請求項
１９に記載のコーティングされた物品。
【請求項２１】
　前記第１のコーティング及び／又は前記第２のコーティングが、前記第２の低屈折率層
の上方に位置する、１．７０～２．１０の屈折率（ｎ）を有する、中屈折率透明誘電体層
を更に含む、請求項１５～１８のいずれか一項に記載のコーティングされた物品。
【請求項２２】
　前記中屈折率層がジルコニウム（Ｚｒ）及びシリコン（Ｓｉ）の酸化物を含む、請求項
２１に記載のコーティングされた物品。
【請求項２３】
　前記第１のコーティングが、前記ガラス基材に近い方から遠い方に向かう順序で、
　チタニウム（Ｔｉ）及び／又はニオビウム（Ｎｂ）の酸化物を含む第１の透明誘電体層
と、
　酸化シリコンを含む第１の透明誘電体層と、
　チタニウム（Ｔｉ）及び／又はニオビウム（Ｎｂ）の酸化物を含む第２の透明誘電体層
と、
　酸化シリコンを含む第２の透明誘電体層と、を含み、
　前記第２のコーティングが、前記ガラス基材に近い方から遠い方に向かう順序で、
　チタニウム（Ｔｉ）及び／又はニオビウム（Ｎｂ）の酸化物を含む第１の透明誘電体層
と、
　酸化シリコンを含む第１の透明誘電体層と、
　チタニウム（Ｔｉ）及び／又はニオビウム（Ｎｂ）の酸化物を含む第２の透明誘電体層
と、
　酸化シリコンを含む第２の透明誘電体層と、を含む、請求項１～１４のいずれか一項に
記載のコーティングされた物品。
【請求項２４】
　前記第１のコーティングの、酸化シリコンを含む前記第２の透明誘電体層が、前記第２
のコーティングの、酸化シリコンを含む前記第２の透明誘電体層よりも、少なくとも７５
Åだけ厚くなっている、請求項２３に記載のコーティングされた物品。
【請求項２５】
　前記第１のコーティング及び／又は前記第２のコーティングが、チタニウム（Ｔｉ）及
び／又はニオビウム（Ｎｂ）の酸化物を含む前記第２の透明誘電体層と、酸化シリコンを
含む前記第２の透明誘電体層との間に、ニオビウム（Ｎｂ）及びシリコン（Ｓｉ）の酸化
物を含む層を更に含む、請求項２３～２４のいずれか一項に記載のコーティングされた物
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品。
【請求項２６】
　前記第１のコーティング及び／又は前記第２のコーティングが、酸化シリコンを含む前
記第２の透明誘電体層の上方に位置する、ジルコニウム（Ｚｒ）及びシリコン（Ｓｉ）の
酸化物を含む層を更に含む、請求項２３～２５のいずれか一項に記載のコーティングされ
た物品。
【請求項２７】
　ガラス基材によって支持された第１のコーティング及び第２のコーティングを含むコー
ティングされた物品であって、
　前記ガラス基材の第１の面上に設けられた前記第１のコーティングであって、異なる屈
折率を有する複数の誘電体層を含む、前記第１のコーティングと、
　前記ガラス基材が少なくとも前記第１のコーティングと前記第２のコーティングとの間
に位置するように、前記ガラス基材の第２の面上に設けられた前記第２のコーティングで
あって、異なる屈折率を有する複数の誘電体層を含む、前記第２のコーティングと、を含
み、
　少なくとも５８０℃の温度で熱処理されると、前記ガラス基材上の前記第１のコーティ
ングが、前記熱処理により、前記観察者の視点から正方向に、反射ａ＊色値をシフトする
ように構成され、前記熱処理されると、前記ガラス基材上の前記第２のコーティングは、
前記熱処理により、前記観察者の視点から負方向に、反射ａ＊色値をシフトするように構
成されている、コーティングされた物品。
【請求項２８】
　前記第１のコーティング及び前記第２のコーティングが反射防止（ＡＲ）コーティング
である、請求項２７に記載のコーティングされた物品。
【請求項２９】
　前記ガラス基材上の前記第１のコーティングが、５％以下の可視光反射率を有し、
　前記ガラス基材上の前記第２のコーティングが、５％以下の可視光反射率を有する、請
求項２７又は２８に記載のコーティングされた物品。
【請求項３０】
　前記コーティングされた物品が、少なくとも７０％の可視光透過率を有する、請求項２
７～２９のいずれか一項に記載のコーティングされた物品。
【請求項３１】
　前記第１のコーティング及び前記第２のコーティングの全ての層が、透明誘電体層であ
る、請求項２７～３０のいずれか一項に記載のコーティングされた物品。
【請求項３２】
　前記第１のコーティングが、前記ガラス基材に近い方から遠い方に向かう順序で、
　チタニウム（Ｔｉ）及び／又はニオビウム（Ｎｂ）の酸化物を含む第１の透明誘電体層
と、
　酸化シリコンを含む第１の透明誘電体層と、
　チタニウム（Ｔｉ）及び／又はニオビウム（Ｎｂ）の酸化物を含む第２の透明誘電体層
と、
　酸化シリコンを含む第２の透明誘電体層と、を含み、
　前記第２のコーティングが、前記ガラス基材に近い方から遠い方に向かう順序で、
　チタニウム（Ｔｉ）及び／又はニオビウム（Ｎｂ）の酸化物を含む第１の透明誘電体層
と、
　酸化シリコンを含む第１の透明誘電体層と、
　チタニウム（Ｔｉ）及び／又はニオビウム（Ｎｂ）の酸化物を含む第２の透明誘電体層
と、
　酸化シリコンを含む第２の透明誘電体層と、を含む、請求項２７～３１のいずれか一項
に記載のコーティングされた物品。
【請求項３３】
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　前記第１のコーティングの、酸化シリコンを含む前記第２の透明誘電体層が、前記第２
のコーティングの、酸化シリコンを含む前記第２の透明誘電体層よりも、少なくとも７５
Åだけ厚くなっている、請求項３２に記載のコーティングされた物品。
【請求項３４】
　前記第１のコーティング及び／又は前記第２のコーティングが、チタニウム（Ｔｉ）及
び／又はニオビウム（Ｎｂ）の酸化物を含む前記第２の透明誘電体層と、酸化シリコンを
含む前記第２の透明誘電体層との間に、ニオビウム（Ｎｂ）及びシリコン（Ｓｉ）の酸化
物を含む層を更に含む、請求項３２～３３のいずれか一項に記載のコーティングされた物
品。
【請求項３５】
　コーティングされた透明なガラス製品を製造する方法であって、
　ガラス基材の第１の面上に設けられた第１のコーティングと、前記ガラス基材の第２の
面上に設けられた第２のコーティングとを含むことにより、前記ガラス基材が少なくとも
前記第１のコーティングと前記第２のコーティングとの間に位置する、コーティングされ
た物品を有することと、
　少なくとも５８０℃の温度で前記コーティングされた物品を熱処理し、前記熱処理が、
（ｉ）前記ガラス基材上の前記第１のコーティングを、前記熱処理により、意図された観
察者の視点から正方向に、反射ａ＊色値シフトさせ、かつ（ｉｉ）前記ガラス基材上の前
記第２のコーティングを、前記熱処理により、前記意図された観察者の視点から負方向に
、反射ａ＊色値シフトさせることと、を含む方法。
【請求項３６】
　前記熱処理が、（ｉ）前記ガラス基材上の前記第１のコーティングを、前記熱処理によ
り、意図された観察者の視点から正方向に、少なくとも１．０だけ反射ａ＊色値シフトさ
せ、（ｉｉ）前記ガラス基材上の前記第２のコーティングを、熱処理により、前記意図さ
れた観察者の視点から負方向に、少なくとも１．０だけ反射ａ＊色値シフトさせる、請求
項３５に記載の方法。
【請求項３７】
　前記第１のコーティング及び前記第２のコーティングが、反射防止（ＡＲ）コーティン
グである、請求項３５～３６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３８】
　前記ガラス基材上の前記第１のコーティングが、５％以下の可視光反射率を有し、前記
ガラス基材上の前記第２のコーティングが、５％以下の可視光反射率を有する、請求項３
５～３７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３９】
　前記第１のコーティング及び前記第２のコーティングの全ての層が、透明誘電体層であ
る、請求項３５～３８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４０】
　前記第１のコーティングが、前記ガラス基材に近い方から遠い方に向かう順序で、
　チタニウム（Ｔｉ）及び／又はニオビウム（Ｎｂ）の酸化物を含む第１の透明誘電体層
と、
　酸化シリコンを含む第１の透明誘電体層と、
　チタニウム（Ｔｉ）及び／又はニオビウム（Ｎｂ）の酸化物を含む第２の透明誘電体層
と、
　酸化シリコンを含む第２の透明誘電体層と、を含み、
　前記第２のコーティングが、前記ガラス基材に近い方から遠い方に向かう順序で、
　チタニウム（Ｔｉ）及び／又はニオビウム（Ｎｂ）の酸化物を含む第１の透明誘電体層
と、
　酸化シリコンを含む第１の透明誘電体層と、
　チタニウム（Ｔｉ）及び／又はニオビウム（Ｎｂ）の酸化物を含む第２の透明誘電体層
と、
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　酸化シリコンを含む第２の透明誘電体層と、を含む、請求項３５～３９のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項４１】
　前記第１のコーティングの、酸化シリコンを含む前記第２の透明誘電体層が、前記第２
のコーティングの、酸化シリコンを含む前記第２の透明誘電体層よりも、少なくとも７５
Åだけ厚くなっている、請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　前記熱処理が熱焼戻しを含む、請求項３５～４１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４３】
　熱処理後の前記ガラス基材上の前記コーティングを含む、前記コーティングされた透明
なガラス製品が、少なくとも９０％の可視光透過率を有する、請求項３５～４２のいずれ
か一項に記載の方法。
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